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AIAA（アメリカ航空宇宙学会）が現代的
な設計技術を用いて設計公開した旅客機
形状です。 
 
JAXA風洞技術開発センターでは、NASA
で製作された模型の複製をNASA Langley
研究所の協力の下、いち早く製作し、
データの収集・公開・比較を通して世界
レベルの風洞群と情報交換を行い、技術
レベルを世界基準に保っています。 
 
これまで、米国NTFとの比較で良好な一致
を得ており、欧州ETWとのデータ比較も
予定されています。 

NASA Common Research Model 

現在の旅客機開発が抱える問題に取り組むことで 
世界のフロントラインで競う日本の飛行機開発を後押しします 
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